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美術との関わり方は人それぞれ
　これまでの図工や美術の授業では、自

分で作品を制作・表現することに重きが置

かれてきました。でも、学校を卒業した後

も、表現活動を続ける人はどのくらいいる

でしょうか。むしろ、美術館やイベントを通

してさまざまな作品に親しむことの方が多

いはず。一方で、名画とされるような作品で

あっても、それを前にして、何をどのように

鑑賞したらいいのか、途方に暮れてしまう

こともしばしばです。つまり、必要なのは、

鑑賞方法を学ぶことなのです。それには、

学校教育はもちろん、大人になってからで

も遅いということはありません。

　作品から感じ取ることは人それぞれで

す。鑑賞者にとってはそれが、自分の気持

ちや生き方を振り返ったり、他者を理解す

るきっかけになったりします。作品の時代

背景や作者の意図とは別に、現在の社会

や鑑賞者が置かれている状況が、作品の

持つ意味を変えてしまうことだってあり得

ます。ですから、見る人によって違った解釈

になるのは当然で、その違いを認め合うこ

とも大事です。

鑑賞の足掛かりを提供する
　つまり、鑑賞方法に正解はないわけです

が、そうはいっても、なにかしらの足掛かり

は欲しいものです。その最初の一歩になる

さまざまなツールがあります。例えば、美術

館まで行かなくても、美術作品の絵葉書を

見ながら、そこに描かれている要素や色、

形などを洗い出していきます。これなら、

難しい美術の知識がなくても大丈夫。いき

なり評論したり感想を語る必要もありませ

ん。さらに、学校の先生などがファシリテー

ターとなって対話を進めていけば、自分が

どんなところに関心があるのかを発見する

こともできます。

　ツールの仕掛けは単純で、手作り感も満

載ですが、作品をただ眺めるだけではな

く、言葉を引き出してくれる優れものです。

こういったツールを使っていろいろな鑑賞

方法にチャレンジしてくうちに、得意な鑑

賞方法が見つかったり、鑑賞の選択肢、レ

パートリーが増えていきます。最近は、美

術館でも同様のツールを使ったり、ワーク

ショップを行うなど、美術の楽しみ方が多

様になっており、鑑賞スキルを身につける

機会も増えています。

言語化がもたらす美術鑑賞の魅力
　ここで重要なのは、言語化するということ

です。作品を見て、感動した、衝撃を受けた、

といった内面的な心の動きを、なんとなくの

感覚にとどめずに、きちんと言葉で表すこと

で、視覚イメージと言葉との間に相互作用が

起こり、さらにいろいろな思考を巡らせ、深

めることができます。他の人とのコミュニケー

ションを通して、それを共有したり、それぞれ

の違いを許容することで、作品に新たな価

値が生まれます。これこそが、美術鑑賞の

魅力です。こうした活動は、作品と作者があ

るだけでは成立しません。美術にとって、鑑

賞者はなくてはならない存在なのです。

　また、言語化というのは、近年の教育の

中でも重視されている力の一つです。美術

教育においても言語化のトレーニングがで

きれば、各教科を横断するような包括的な

力を培うことにもつながります。こうした背

景もあり、美術鑑賞への取り組みが行われ

るようになってきました。

創造的な美術鑑賞へ
　教科としての美術は、創意工夫の幅が広く、 

やりがいのあるものです。Artist、Researcher、

Teacherの頭文字をとった「ART」という

言葉もあり、従来の制作中心の教育から、

生涯教育の観点も含めた内容へと、これら

3者の視点で教育実践を進めていく考え方

が注目されています。鑑賞に注目した美術

教育は、実は新しい研究分野です。

　美術鑑賞は決して受動的な行為ではあ

りません。作品制作と同様に、それぞれの

個性を発揮できるとても創造的な活動で

あり、自己表現でもあるのです。美術作品

も、没入型の展示や映像とセットになった

もの、仮想空間に入り込むようなものなど、

新しいスタイルがどんどん登場しています

から、鑑賞支援ツールにもこれまでにない

アイデアが必要になります。より多くの人が

美術に触れ、作品を媒介として、それぞれ

の人生を豊かにすることを目指して、美術

鑑賞の世界を広げています。

自分の内面を言語化する新しい美術教育
多様性を認め合う幅広い鑑賞へ

美術作品は静かに一人で味わうもの…ではなくなってきています。

歴史や技法を知らなくても、作品に対して感じたことを可視化し、人と語り合い、

それぞれが自分なりの解釈をする、そんなアプローチもあっていいはずです。

鑑賞の手引きとして誰もが使えるツールを開発し、美術との新しい向き合い方を提案しています。

筑波大学芸術系  石崎研究室
学習科学の知見をふまえて、美術鑑賞学習での深まりや広がりを支援するための思考の可視化方略モ
デルを検討し、それを生かした美術鑑賞支援ツールや学習方法について実証的に探究している。とく
に作品要素と鑑賞行為との関係性から鑑賞スキルを構造化し、その視点を鑑賞者が自らの美術鑑賞の
モニタリングとコントロールに活用していくメタ認知的支援に注目し、それを促すデジタル支援ツー
ルの開発を進めている。

PROFILE
筑波大学大学院博士課程芸術学研究科修了、博士（芸術学）。秋田
大学助教授、オハイオ州立大学客員研究員、宇都宮大学准教授、筑
波大学准教授を経て現職。Aesthetic development in cross-
cultural context: A study of art appreciation in Japan, 
Taiwan and the United States, Studies in Art Education, 
43(4), 2002、『美術鑑賞学習における発達とレパートリーに関す
る研究』（風間書房、2006）、｢美術鑑賞文におけるレパートリーの
考察｣『美術教育学』27、2006（『美術教育学』賞受賞）、『美術鑑
賞学習における思考の可視化と深化』（東信堂、2022）など。

芸術系 教授

石崎 和宏

TSUKUBA
FRONTIER
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球体に光を閉じ込める
　分子を集めて球体を作るというのは、難

しそうに思えますが、自己組織化という現

象を利用すると意外と簡単です。分子を溶

かした溶液中に、分子が溶けにくい別の溶

媒を加えていくと、分子が集積して析出し

てきます。このとき、分子によっては、角ばっ

た結晶になりますが、球体になるものも少

なくありません。

　このようにしてできたマイクロサイズの球

体に光を当てると、球体の内部で発光が起

こり、その光が球体の壁に反射して、ぐるぐ

る回ります。つまり球体の中に光が閉じ込

められるのです。これが「ささやきの回廊」

現象。セントポール大聖堂などの大きな円

形ドームの中で誰かがささやくと、音の波

が壁を伝って、ドームの反対側にいる人に

も聞こえる現象に由来しています。これと

同じことが、一つひとつのマイクロ球体の

中で起こっているわけです。

　球体に閉じ込められた光は、共振して、

特定の波長の鋭い光となって外に飛び出

てきます。これを、小さな光源として、光メモ

リやセンサーなどに応用できます。光は波

長によって色が異なりますから、色ごとに信

号を取り出せば、多重通信なども可能です。

マイクロサイズの魅力
　2000年代に入った頃から、ナノスケールで

分子構造を制御した材料開発などが注目さ

れるようになりましたが、それより少し大き

なマイクロサイズの物質には、また別の魅力

があります。分子の集合体を扱いますから、

やはりその形状や分子の並び方が重要です。

　マイクロサイズの物質は、通常の光学顕

微鏡で十分に観察できるところが利点で

す。電子顕微鏡は、内部を真空にする必要

があるため、乾燥すると構造が変わってし

まうような分子の観察には不向きです。光

学顕微鏡なら、溶液中の状態や、形、光な

ども観察できますから、画像としても、見

ていて楽しいものです。手軽に結果が分か

る、というのも研究を進める上では大事な

要素です。

笑顔の異分野交流
　マイクロ球体の研究を始めたのは偶然で

した。導電性高分子の集合構造を調べて

いるうちに、球体が得られ、球体ならでは

の特性があることを知りました。さらに、ド

イツの物理学者と共同研究をする中で、球

体内での光の共振という現象が明らかに

なりました。物理学という、それまであまり

交流のなかった分野の人との議論から、マ

イクロ球体と光、という新しい研究テーマ

が生まれたのです。

　あらゆる物質が研究の対象ですが、自分

で合成できるものばかりではありません。

学会や展示会などに積極的に参加して、常

に新しい研究成果をチェックし、面白そう

な材料を見つけると、それを合成した研究

者にアプローチすることもしばしば。材料

の物性計測にも、他の専門家の力を借りる

ことがありますが、笑顔で接すれば、大抵

は協力が得られるものです。一種の分業の

ような形ですが、それぞれ研究の目的は異

なるので、新しいことが分かれば、お互いの

メリットになります。学内外でこういった異

分野交流を図ることも、研究の一部です。

光を超えて

　研究は、いつもうまくいくとは限りませ

ん。5年後ぐらいを見据えていくつかの種を

蒔き、そのうちの一つでも花が咲けば、研

究としては成功です。思いつきや妄想から

スタートすることもありますが、学生とのコ

ミュニケーションもアイデアの宝庫。思いが

けない研究報告があると、刺激になります。

　ここ10年ほどは、マイクロ球体を用いた

光デバイスの研究を精力的に行ってきま

したが、最近は、同じマイクロ球体でも、光

デバイス以外の展開を模索し始めていま

す。その一つが、バイオ領域。生分解性ポリ

マーや天然のポリマーを球体にすれば、日

用品や医療材料などにも使えそうです。合

成ポリマーのマイクロビーズが自然界に流

出して環境問題になっていることから、天

然素材への切り替えのニーズは高く、社会

貢献としても有望です。マーケティングや経

営といった、全く違った分野にも関心があ

り、10年後は今とは全く違うことにチャレン

ジしているかもしれません。

　やったことのないことをやりたい、それ

が一番のモチベーションです。

分子を集積して材料の機能を最大限に引き出す
カタチが生み出すユニークな特性

分子1個の大きさはナノメートルスケール。材料として応用するには、分子を集めて

もう少し大きなサイズにしなくてはなりません。条件によって、分子はさまざまな形に集積し、

その形に応じて機能も異なったりします。とりわけユニークなのが球体です。

化学と物理学や生物学などを組み合わせると、マイクロサイズの球体の可能性が広がります。

筑波大学数理物質系  山本・山岸研究室
二重結合と単結合が交互につながった構造のパイ共役分子（有機低分子・高分子）や生体分子からなる
超分子ナノ構造体の構築、および作製した分子集合体によるナノデバイスの作製と光電子機能・エネ
ルギー変換に関する研究を行う。特に、分子の集合構造や配置・配向制御と機能発現に関して重点的に
研究を進めている。

PROFILE
2003年 大阪大学大学院理学研究科にて博士取得。
2004-2010年 科学技術振興機構ERATOおよびSORST研究員。
2010年11月 筑波大学数理物質系准教授。
2018年2月 同教授。
2022年1月 筑波大学発ベンチャー「マイキューテック株式会
社」を設立。代表取締役。大学で行ってきた研究の社会実装を目
指す。楽しくてワクワクする研究がモットー。ただし、最近のモッ
トーは「研究者たるもの、全ての物事を疑え」

マイクロ球体で作成した光メモリで描画した絵画
（Materials Horizons, 2020）

数理物質系 教授

山本 洋平

TSUKUBA
FRONTIER
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自動化技術と法
　ネットショッピングをするとき、画面の向

こうには店員がいるわけではありません。コ

ンピュータのアルゴリズムが自動的に応答

しているだけです。民法では、契約は当事者

双方の合意により成立する、とされています

が、ネットショッピングにはそれがなく、売買

契約が成立しているのか、実は曖昧です。ま

た、年収や生活スタイルなどの個人情報を入

力すると、それに応じた商品が提案される

ようなシステムでは、特定の方向に誘導する

ようにプログラミングされていたとしても、

利用者がそれを知る術はありません。

　このように、ロボットやAIによる自動化

が進むと、これまでの法体系では扱いきれ

ない問題が生じます。それらは、契約法、知

的財産法、個人情報保護法、そして憲法な

ど、多くの法律と関わります。

　例えば、自動運転車が事故を起こした

場合、誰がどういった割合で責任を負うの

でしょうか。運転者か製造者か販売者か、

裁判では、起こった事象の因果関係が争点

になりますが、現在の機械学習やディープ

ラーニングといった技術では、AIが行う計

算過程はブラックボックスになっており、法

的な判断を下すのは困難です。

人間のバイアスを考慮する
　そこで検討されているのが事前規制で

す。AIの倫理原則のようなものをあらかじ

め作っておき、開発の段階で何らかの歯止

めをかけよう、ということです。利便性向上

のためとはいえ、中身がよくわからないアル

ゴリズムに頼ってもよいのか、法律の専門

家たちがAIの問題を指摘し始めたことで、

技術者たちの間でも、開発に伴うリスクを

未然に防ぐための議論が始まっています。

　しかしながら実際に厄介なのは、人間の

バイアスです。人々には、AIを崇拝し妄信

してしまったり、やみくもに嫌悪して全く信

用しないとする、両極端の認知パターン、す

なわちバイアスがあることが、行動科学の

分野で指摘されています。しかも、バイアス

を減らそうとすること自体にもバイアスが

含まれるため、AIとの「ほどよい信頼関係」

を定義するのは容易ではありません。そこ

で、そもそも人間の判断にはバイアスが含

まれることを前提に、つまり、行動科学の

知見を生かして法や規制を構築する、とい

う研究領域が新たに登場してきました。

新しい法学の研究手法へ
　もともとの研究テーマは、自動化された

アルゴリズムに基づく契約の有効性。証券

会社で働いていたときに感じた、機械に仕

事を奪われるのでは、という危機感がきっ

かけでした。法学における一般的な研究手

法である「比較法」によって、海外の先行事

例を調べ、どのような背景でどのような法

律が作られているのかを分析しました。こ

こから発展して、AIをはじめとする新しい

テクノロジーが、商取引や投資行動に関わ

るルールに及ぼす影響を考察してきました。

　そんな中で出会ったのが、行動科学の

視点からAI規制にアプローチするアメリカ

での研究です。AI倫理原則を作っても、結

局は、各自の判断で正しい行動をとるしか

なく、その実効性には限界があります。そこ

に、人間の行動や認知の特徴を取り込む、

という斬新な考え方に惹かれました。行動

科学は、経済学などでも応用されており、こ

れからの法学での展開にも大きな可能性

を感じています。

どこまで任せるかを考えよう
　一定の歯止めが整うまでAIの開発をス

トップすべき、という提案もありますが、同

時に、どこまでAIを使うべきか、という議

論も必要です。完全自動運転車は、便利か

もしれませんが、運転の楽しみを失って反

発する人も出てくるでしょう。人間らしさや、

何のために自動化するのか、ということも

考えなければ、人間の力を奪ってしまうこ

とにもなりかねません。ひたすら自動化を

進めようとすれば、規制が過剰になったり、

あるいは緩くなりすぎる弊害も生じます。

　ロボットやAIはあくまでも道具。なんで

も任せるよりも、任せるべきことと、そうで

ないことを区別し、人と機械が調和する社

会を模索すべきです。それには何かしらの

基準やルールが必要で、法律家や技術者

だけではなく、多くの人の意見や幅広い研

究分野の知見にも目を向けなくてはなりま

せん。行動科学とのコラボが、その第一歩

になりそうです。

人とAIとの「ほどよい信頼関係」を探る
法学と行動科学から考える望ましいAI規制

近年、めざましい発展を続けるAI（人工知能）やロボット。

さまざまなことが自動化される中、AI開発における規制やルール作りの議論が始まっています。

一方で、これらの機械を妄信したり、逆に嫌悪するといった、人間の極端な傾向も指摘されています。

適切なAI活用に向けたこれからの法体系を考える時、行動科学とのコラボが鍵になりそうです。

筑波大学ビジネスサイエンス系  企業法学研究グループ
グローバル化・IT化や、コンプライアンスやガバナンスの強化など、企業を取り巻く環境が大きく変化
し、企業法務の機能強化が重要視される中で、企業が直面する法的な課題に対して、理論に基づいた実
効性のある解決策を提示することを目的とする研究を行う。また、その研究成果を政策提言として社
会に還元することを目指す。

PROFILE
津田塾大学学芸学部卒業。外資系証券会社に勤務中、社会人大
学院の存在を知り、筑波大学大学院ビジネス科学研究科企業法
学専攻に入学。同研究科博士後期課程へ進学し、博士（法学）を
取得。2010年筑波大学大学院企業法学専攻助教に就任。2016
年から現職。専門は、商法、会社法、金融商品取引法。法とテクノ
ロジーの関係性を民商法の観点から分析・検討している。最近
では、行動科学のレンズを通した法分析に関心があり、「行動経
済学と証券規制」（筑波ロー・ジャーナル）などを執筆。

ビジネスサイエンス系 教授

木村 真生子

TSUKUBA
FRONTIER
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遠くて近いスパコンの世界
　誰もが日常的にパソコンを扱う時代です

が、スパコンとなると話は別。特別な研究を

する人のための特別な装置だと考えがちで

す。でも基本原理は普通のパソコンと同じ。た

だし、計算をするために特化された計算機

を数百〜数万台もつなげて、複数の仕事を手

分けして一斉に行います。そうして普通のパソ

コンでは何年もかかるような計算を1日で解

いてしまうのが、「スーパー」たる所以です。

　実は多くの人が、スパコンを知らず知ら

ずのうちに利用しています。その一つ、身近

になったAI（人工知能）は、膨大なデータか

らそれらの関係性をあらかじめ学習し、問

いに対して、その中から最も近い関係性と

推論した情報を返します。この学習と推論

を担っているのがスパコンです。

　計算機をたくさんつなぐほど性能は上が

りますが、仕事を分担する計算機同士が通

信すると、それだけ余計な仕事や時間が生

じます。ですから、解きたい問題に応じて、

計算時間と通信時間とのバランスを考えな

くてはなりません。しかも、そのバランスはス

パコンによって異なります。一言にスパコン

といっても、それぞれの特徴があるのです。

これからの主役はGPU
　パソコンの中枢はCPU（中央演算処理

装置）で、この他にゲームなどのグラフィッ

クを扱うことに特化したプロセッサとして

GPU（画像演算装置）が搭載されています。

一方、スパコンでは、この計算性能が高い

GPUを、演算加速装置として画像以外の

計算処理にも使います。AIを高速化するに

も、もはやGPUは不可欠の存在です。2020

年に登場した国内最高性能のスパコン「富

岳」にGPUは使われていませんから、スパ

コン開発のスピードがわずか数年間でどん

どん加速していることが分かります。

　筑波大の計算科学研究センターに、2022

年12月に新しく設置されたスパコン「ペガ

サス」は、高性能のGPU120個が120台の計

算機に搭載され、最先端のネットワークで接

続されています。また、電源を切ってもデータ

が消えない不揮発性メモリを使っているの

も特徴です。このようなGPUと不揮発性メモ

リの両方を備えたスパコンは世界で唯一。サ

イズ的にはかなりコンパクトですが、巨大な

データを扱う科学技術計算やAI分野の研

究を強力に後押しすると期待されています。

鍵は「コ・デザイン」
　とはいえ、単にハードウェアの性能を上

げれば良いというわけではありません。計

算すべき課題があって初めて、その力が発

揮されますから、ユーザーのニーズを踏ま

えることが重要です。つまり、スパコン開

発には、それを作る人と使う人とが協働し

て設計する「コ・デザイン」の体制が欠かせ

ません。ユーザーがどんな計算をしたいの

か、ハードウェアにどんな特徴があるのか

を互いに理解した上で、最適なスパコンの

使い方について知恵を絞ることで、トップ

レベルの性能が得られます。

　筑波大では、スパコン開発とそれを使っ

た研究の両方の機能が一つのセンターに

共存しており、コ・デザインを実現できる環

境が整っています。日本では9つの国立大

学がスパコンセンターを持っていますが、

このような研究体制を持っているのはここ

だけ。このことも、世界的に認められる研

究力の高さにつながっています。

ユニークなスパコンセンターとして
　筑波大は、後発で比較的小規模なスパコ

ンセンターだからこそ、ペガサスやその先代の

シグナスなど、オリジナリティのある、ちょっと

「尖った」ユニークなスパコンの提供を意識

しています。全国の研究者に開かれた共同

利用・共同研究拠点になっており、利用者

の半分以上は学外の研究グループ。このセ

ンターのスパコンを名指しで利用したい研

究テーマは多く、学内の研究者であっても、

審査に通らなければ使うことはできません。

　今やスパコンはあらゆる分野に必要な

ツールとなりました。ただ、高性能になるほ

ど、それを動かすための電力も必要で、計

算速度だけでなく省エネ性能も重要なス

ペックになります。実質的には数年程度で

世代交代するスパコン本体を、できるだけ

安価に作ることも求められます。たくさんの

条件をクリアしながら優れた成果を出し続

ける。そのプレッシャーをエネルギーに変

えて、スパコンの理想形を追い続けます。

計算科学研究センター 教授／センター長

朴 泰祐

速くて安くてユニークなスパコンを
コ・デザインで生み出すトップレベル性能

私たちが日常的に使っているパソコンを、高性能にして数万台つなげたものが、

スーパーコンピュータ（スパコン）。そう言われると単純そうですが、

より高性能にする技術と、より高速に動かすためのつなぎ方こそが「スーパー」の真髄です。

さまざまな工夫で、幅広い科学技術計算に役立つ唯一無二のスパコン開発に挑みます。

筑波大学計算科学研究センター
素粒子宇宙・物質生命・地球生物環境など多岐にわたる科学の諸領域における超高速シミュレーショ
ンおよび大規模データ解析、ならびに超高速計算機システムおよび超高速ネットワーク技術の開発と
情報技術の革新的な応用方法の研究を推進するとともに、これらの研究に資する計算機システムの開
発や先進的な計算機応用技術の研究を行う。共同利用・共同研究拠点「先端学際計算科学共同研究拠
点」として、外部研究者にも利用されている。

PROFILE
慶應義塾大学電気工学専攻で学位取得後、同大学物理学科助
手、その後筑波大学に移り同大学で30年以上研究を続ける。
1996年に世界最高性能となった筑波大学CP-PACSシステムの
開発で超並列相互結合網を担当、現計算科学研究センター長。
専門はスーパーコンピュータシステムとそのアプリケーションプ
ログラミング。高性能計算に関する主要国際会議の運営、および
文科省のスーパーコンピュータ開発・運用に関する各種委員を
務める。

スパコン『ペガサス』は2023年11月、日本で最も省エネ
性能の高いスパコンにランクされた。

TSUKUBA
FRONTIER
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これまでのキャリアや生活において、
筑波大学でよかったと思うこと

　高校の美術では、絵画や彫刻はもちろん、

デザインや映像メディアなども含んだ幅広い

領域を扱います。私は彫刻が専門で、筑波大

学は制作環境がとても充実していました。一

人当たりが使えるスペースの広さや自由度

の高さは、本当に贅沢だったと思います。

　学群の4年間では、そのまま社会に出て

作家になれるのか、不安でした。それで大

学院に進学しました。スタートアップのよう

なことも含めて、卒業後も制作が続けられ

るような状況を整えたかったんです。現在、

そうなっているか、というと、胸を張るほど

ではありませんが、それなりに活動はでき

ています。作家と教員の2つのアイデンティ

ティを持っているという感じですね。個展

も開いています。昨年は、南極に行くことを

踏まえた作品を展示しました。

学生時代の一番の思い出

　前期博士課程の終わりに東日本大震災

があって、修了式ができませんでした。教員

も学生もどうしたらよいのかわからない中

で、とにかくできることから始めよう、とい

うことで、余震が続く中、みんなであちこち

の棚をビスで固定する作業にとりかかりま

した。

　しばらくして、福島県南相馬市の復興プ

ロジェクトで、作品を通した交流や支援を

企画しました。そこでの経験は、大学の講

義では得られないものでしたし、自分が取

り組んでいる芸術というものが、社会とど

う関わっているのか、初めて考えさせられ

ました。その時の活動が、本当に復興に役

立ったのか、今でも考えてしまうことはあり

ますが、何もせずに悶々としているよりは

価値があったと思っています。

筑波大生に向けてのメッセージ

　もちろん、充実した学生生活を送ること

が基本ですけど、大学の外にも足を運んで

ほしいですね。筑波大では、専門分野に限

らずいろいろな授業を受けることができま

すが、それも1〜2年生までで、それ以降は、

自分から求めていかないと、外の世界との

つながりを持つことは難しいです。

　学生時代の自分にとって一番大きかっ

たのは、筑波山の麓で制作活動をしていた

人の手伝いをした経験です。筑波大とは全

然違う文化に触れることができました。ま

た今回、南極への教員派遣プログラムに参

加したことは、自分が彫刻で使っている石

という素材を捉え直すきっかけになりまし

た。石って、何億年も残るものだし、地球そ

のものなんですよね。なので、大学で学んだ

ことを客観視するという意味も含めて、外

へどんどん出ていくことも、とても大事だと

思います。

TSUKUBA 
ALUMNI

筑波大学附属高等学校 美術教諭

小松 俊介 氏

PROFILE    こまつ しゅんすけ
福島県出身／2014年 大学院人間総合科学研究科博士後期課
程芸術専攻修了／筑波大学附属高等学校 美術教諭

美術の先生、南極へ行く
昭和基地Bエリアにある胎内岩にて撮影

インタビューのロングバージョンは、
筑波大学Podcastでお聴きいただけます。

これまでのキャリアや生活において、
筑波大学でよかったと思うこと

　現在は、ウェブ上の漫画、ウェブトゥーン

の営業をやっていて、いろんな出版社にコン

テンツの配信を依頼したり、キャラクター

のライセンスを使って、企業とのコラボ企画

なども手掛けています。学生時代は、仲間

たちと夜中までアニメや漫画を見て、朝、そ

のまま授業に行くような日々でしたから、そ

の経験が、今の仕事に大いに役立っていま

す。他の人が知らないような作品や海外の

作品もたくさん教えてもらいましたしね。

　人文学を学んでも、何ができる人になれるの

か分かりにくいかもしれませんが、専攻した歴

史学も含めて、歴史学ってさまざまな分野に

横串を通して学んで総合的な結論や認識を

出すものだと考えています。また中東の国々で

も仕事をしていて感じるのは、歴史の知識は、

外国の人たちと渡り合うための土台にもなり

ますよね。だから、人文学こそ学ばなければな

らない。それで「戦う人文学」を標榜していました。

学生時代の一番の思い出

　とにかく毎日がすごく充実していました。

共通の価値観や興味を持っていて、かつ、知

識欲の深い同世代の人たちとの交流があり、

すごく楽しかったですね。自分の専攻は、中国

と少しトルコの歴史だったのですが、日本・東

洋・西洋、地学それぞれの歴史オタクがいて、

普通の学生はあまり行かない、図書館の地下

のカビ臭いフロアに集まって、歴史書を読んだ

り、食堂で語り合ったりしたことも、今の自分

の裏打ちとなっています。つくばのキャンパス

は陸の孤島なんて言われたりしていましたが、

それが濃い4年間にしてくれたと思います。

　いろんな思い出がありますが、特別に大き

な出来事というか…やらかしたことといえば、

松美池（学内の池）のほとりで部活の面々で飲

んでいた時、度数98%のお酒、スピリタス（ウ

オッカ）を腕にかけてみんなでファイヤーパン

チをやっていたのですが、青い炎が消えなく

なり、みんなで池に落ちて鎮火したことがあり

ました。はい、意味のわからないことをしてい

ました。男祭りの4年間で、恋愛みたいなキラキ

ラしたものはありませんでしたけど、その代わ

り、漫画やアニメを見ることでキラキラを代替

物接種していたのかもしれません。そのまま今

に至るまで拗らせてしまっている面はあります

が、それはそれで、やり尽くした感はあります。

筑波大生に向けてのメッセージ

　筑波大は、学ぶことにおいては最適で、

振り返れば、勉強ばかりしていたように思

います。図書館も充実しているし、先生方

との距離も近くて、打てば返ってくる環境

です。学生たちが宿舎で一緒に暮らしてい

るので、いい仲間と濃厚な時間を過ごすこ

とができます。ぜひ、図書館の地下で貴重

本をたくさん読んで、世界で戦える人材に

なってください！

TSUKUBA 
ALUMNI

株式会社HykeComic

鷹鳥屋 明 氏

PROFILE    たかとりや あきら
大分県出身／2007年 第一学群人文学類卒業／株式会社アカ
ツキグループ　株式会社HykeComic　経営企画所属

「戦う人文学」で世界に
横串を通す

服装：サウジアラビア王国の衣装、正装
　　　頭の白赤シュマッグ、イガール（黒いリング）
　　　白服…トーブ、黒×金服…ビシュト

インタビューのロングバージョンは、
筑波大学Podcastでお聴きいただけます。
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これまでのキャリアや生活において、
筑波大学でよかったと思うこと

　生物学類を卒業してカメラマンになるっ

て、話せば長いんですけど、子供の頃から

昆虫が大好きで、小さい体でそれぞれが生

きていることの不思議さに惹かれていまし

た。生態学、いろんな生物が結びついてい

ることに興味がありました。それで環境生

物学を選んだんです。当時は遺伝子工学が

花形で、環境系のコースのある大学はまだ

珍しかったですね。のちに、アフリカの熱

帯雨林に住むピグミー族と一緒に暮らしな

がら、最初の本格的なドキュメンタリー写

真を撮りました。彼らはまさに地球の恵み

の中で生きている、農耕もせず狩猟採集で

暮らしている様子を見ているうちに、大学

で学んだこととすごくつながっていること

に気づいたんです。それで、自分の方向性

を固めることができました。

　筑波大には当時、自然探検部というのが

あって、そこに入って山登りを始めました。

人がやっていないことをやろうという人た

ちが集まっていて、面白かったですね。あと

は勉強よりもバイトばっかりでしたけど、卒

業後も社会人の山岳会に入ってクライミン

グを極めようとしました。初めて海外の山

に登ったのがアフリカのキリマンジャロ山。

実はそれが、今の仕事のきっかけになった

んです。

学生時代の一番の思い出

　筑波大に入って初めて親元を離れて宿

舎に住みました。毎日のように友達と行き

来したり、一緒に食事を作ったり、とても楽

しかったですね。筑波大には全国のあらゆ

る地域から学生が集まっていて、それも面

白かった。少ないながらも留学生がいて、そ

ういうこともすごく刺激になりました。

　あの頃はまだ海外に行くのは珍しくて、

ヒマラヤとか行ってみたいとは思っていま

したが、お金もないし、結局行けませんで

した。漠然と、自分は外に出て何かができ

る気がしていたんです。今さらですけど、も

し学生時代に海外に行って何かに出会っ

ていたら、写真家ではない、別の可能性が

あったかもしれませんね。

筑波大生に向けてのメッセージ

　あんまり参考にならない先輩かもしれま

せんが、大学にいる間は勉強だけにとらわ

れず、とにかく自分の好きなこと、面白いと

思うことを、中途半端にせずとことん突き

詰めて欲しいですね。それは一生続くわけ

でもありませんし、今ある興味でいいんで

す。理系を卒業したからといって理系の仕

事に就く必要はありませんし、文系も同じ

です。カメラマンの仕事は、専門学校はあり

ますが、あくまでも技術を教えてくれるだ

けで、何を撮るかは自分で突き詰めなけれ

ばなりません。それが仕事に直接は結び付

かなくても、必ず将来の役に立ちます。それ

だけは言えます！

TSUKUBA 
ALUMNI

写真家

船尾 修 氏

PROFILE    ふなお おさむ
兵庫県出身／1984年 第二学群生物学類卒業／写真家

好きなことを
とことん突き詰めて

インタビューのロングバージョンは、
筑波大学Podcastでお聴きいただけます。

これまでのキャリアや生活において、
筑波大学でよかったと思うこと

　現在は、ラオスで、多言語の少数民族の

子どもたちに対する教育の支援や、水保健

衛生に関する啓発活動に従事しています。

直接子どもたちと触れ合うというよりも、先

生向けの研修などを、地元の政府や自治体

の人 と々協力しながらサポートしています。

　中学の時、海外協力隊出身の先生にい

ろいろ話を聞いて、海外や途上国に漠然と

関心を持ちました。地元の大学を出て地元

で働くのが一番、みたいな価値観の環境

だったことも影響したかもしれませんね。

　大学では教育学を専攻していて、子ども

の遊びや、人が没頭するとはどういうこと

か、に関心がありました。遊びには身体活

動やスポーツも含まれるので、スポーツを

通して国際協力を、という大学院のプログ

ラム「スポーツ国際開発学共同専攻」が筑

波大に新しくできると聞いて、これだ、と思

いました。実際には、正式にスタートする前

の「0期生」だったと思います。研究対象に

選んだのは、難民キャンプです。難民キャン

プには子どももたくさんいて、遊びのプログ

ラムなんかもありますし、支援の在り方に

対する視点を得ることができました。

　必修科目に海外インターンシップがあり、

休学も含めて1年間、タイの難民キャンプで

活動しました。その支援団体に、そのまま

就職することになったんです。大学で学ん

だことが現場では通用しない場面も多い

ですが、最短距離で自分のやりたい職業に

就けてラッキーだと思っています。

学生時代の一番の思い出

　プログラムについていくのに精一杯で、

逆に、学生っぽい「やらかし」みたいなこと

はなかったので、もう少し学生生活を楽し

んでもよかったとは思います。でも、プログ

ラム自体が立ち上げの時期だったこともあ

り、関心があることはなんでもやらせてもら

えました。受講していたのは自分も含めて

二人だけだったんですけど、同じく始まっ

たばかりのTIAS（つくば国際スポーツア

カデミー）に参加している留学生と一緒に

授業を受けることが多く、社会人経験のあ

る人や競技スポーツの選手なんかもいて、

いろんな視点を学ぶことができました。海

外や異文化の中で働く上での擬似体験に

なったと思います。

筑波大生に向けてのメッセージ

　筑波大は本当にいろんな経験ができる

大学です。また、いろんなネットワークや情

報源が身近にあって、刺激的でチャンスも

多い。いろんな人と関わって、自分の価値

観や考え方を広げる機会がたくさんありま

すので、ぜひ活用してほしいです。

TSUKUBA 
ALUMNI

公益社団法人 
シャンティ国際ボランティア会  
ラオス事務所  コーディネーター

浅木 麻梨耶 氏

PROFILE    あさぎ まりや
愛媛県出身／2017年 大学院人間総合科学研究科博士前期課程
体育学専攻修了／公益社団法人シャンティ国際ボランティア会 
ラオス事務所 コーディネーター

「0期生」が拓く
国際ボランティアの道

タイ難民キャンプにて

インタビューのロングバージョンは、
筑波大学Podcastでお聴きいただけます。
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❶筑波大学周辺に友
達が住んでいることも
在り、暇な夜はサウナ
に行くことが楽しみで
す。車があれば色々な
温 泉施設にいけるの
で練習で疲れている
ときはサウナと温泉に
入って疲れをとってい
ます。また他の部員も
近くに住んでいるので
すぐ集まってみんなで
部活の事に時間を使
える環境がとても楽し
いです。

❷学業では成績やCBT、OSCEなどの大きな試験で上位10％
をキープし、部活では今年は1部昇格、来年（4年時）には主将と
してチームを強くし、大学アメフトの舞台を戦い抜くことが目標
です。自分は学業と部活動、2つ軸を持っていることが重要だと
考えているのでどちらでも十分な結果を出したいです。

❶多様な背景や特徴を持つ学生、教員と触れ合うことが出来
ること。自分が知らない世界を知ることで自分の世界を広げる
ことができるとともに、逆にみんなに共通していることを見つけ
ることもできる。また落ち着いて生活を送ることができる環境が
整っていることも、そもそも日々を楽しく過ごせることに繋がっ
ているような気がしている。

❷教育の世界で大学院進学、そして研究の道へ進むことを見
据え、この国で人々がキャリアを形成してくために必要な支援を
考えていきたい。まずは学業で専門的な知識をつけることに専
念したうえで、産官学にまたがってそれぞれの視点から理想と
する人材を育成するための共通理解を形成したい。

❶多くの人が大学周辺に住んでいるので、友だちと一緒にいら
れる時間が長いことですね。大学が友だち同士の距離を縮める
役割をしてくれていると感じます。例えばサークル活動の後に友
だちの家に遊びに行ったり、休日にも気軽に集まって出かけた
りすることができるので、生活空間を共有していることが強みを
実感しています。

❷大学生のうちに海外に行きたいですね。私は人文学類で応
用言語学・英語学を中心に学んでいるので留学という形もあり
ますし、コロナ禍も終わりを見せつつあるので旅行もいいなと思
います。個人的には初修外国語で学んでいるフランス語のレベ
ルを高めて、いつかフランスの音楽や料理を現地で堪能したい
という夢があります。

❶週一回のオフの日に美
味しいものを食べにいっ
たり、温 泉 に 行 ったり、
ゆっくりできることを楽し
みに毎日頑張ってます。普
段は体重管理に気をつけ
ていて、あまり食べすぎな
いようにしているので、週
一回のご褒美みたいな感
じです。でも本当の1番楽
しいことは、仲間たちと体
操していることなのかも
しれないです。

❷全日本インカレで去年の団体3位という結果を超えたいで
す。近年の男子体操競技部は全日本インカレ団体でのメダルを
獲得できていなかったのですが、去年久しぶりに3位になること
ができました。チームの一員として戦いましたが、先輩のおかげ
で取れたという思いがすごいあるので、先輩たちと取った成績
を超えれるように頑張ります。

❶産学間連携推進室やWORD編集室、coinsラウンジなどで
知り合いのコンピュータが大好きな人たちと話すのがとても楽
しいです。普段は言っても通じない冗談やソフトウェアの愚痴、
実装したいソフトウェアのアイデアの批評などをお互いに言い合
える環境がとても心地が良いです。

❷情報科学類での学業に加え、現在産学間連携推進室で取り
組んでいる研究活動と趣味のオープンソースソフトウェア活動
をしっかりと続けていきたいです。特にSATySFiという静的な
解析と早期のエラー報告が可能な組版ソフトウェアに関する活
動をより行い、LaTeXを置き換えることができたら嬉しいと考え
ています。

❶「新しいことに挑戦できる
喜び」を実感できていること
が、楽しみになっています。私
が所属している、国際経営プ
ロフェッショナル専攻（MBA-
IB）は、東京キャンパスにある
社会人大学院です。国際ビジ
ネスで活躍する人材育成を目
的としており、全 科目が英語
の授業です。外国人学生も多
く、国籍、年齢、職種の違う同

級生と行う議論を通じて、多様性に触れ、視野が広がる有意義
な時間を過ごしていると感じます。

❷現在、MBA-IBを修了するための最終課題であるBusiness 
Projectとして、Business Plan Developmentに取り組んでい
る最中です。私がテーマに掲げる、「患者さんのトータルケアサ
ポート」に関する新規サービスの創出について、試行錯誤をしな
がら奮闘しています。筑波大学で学んだ全ての知識や行動力を
活かして、社会に貢献できる新しいビジネスの実現に繋げたい
です。

❶筑波大学は、外国か
らの留学生や講師、研
究者が多くいらっしゃ
り、異文化交流が活発
に行 われていて、私自
身、ロシア 語 サークル
を通して、ロシア語圏の
方々と交流する機会が
あるのですが、やはり日
本人同士では気付けな
い、直接ネイティブの方

と触れ合うことでもってしか発見できないことがたくさんあり、
良い刺激になって楽しいです。

❷折角ロシア語を嗜んでいますので、在学中にロシア語能力
試験ТРКИを受けて、さらに願わくは合格したいという気持ち
があります。実現すれば趣味を将来のスキルやキャリアに繋げ
ることができますので、大変有意義だと思います。また、今まで
得た、そして今後得るだろうロシア語のスキルを将来より有効に
活かすためにも、これと並行して英語や、私自身の主専攻であ
る数学もしっかりと学習していきたいと思います。

❶1、2年次はコロナでなかなか大学に行く機会が頻繁にある
わけではありませんでしたが、3年になってからは大学に行くよ
うになりましたので友人とのかかわりが楽しいです。筑波大学
の近くには美味しい飲食店がたくさんありますから、いろんな
飲食店に友人と行ってくだらない話なんかをしています。そんな
時間がより一層貴重に感じられるんです。

❷私は人工光合成に興味をもって筑波大学にきましたので、学
業や研究で成果が出せるように努力することはもちろんなんで
すが、学生のうちにお金に関する知識を身につけておきたいと
思っています。社会人があともう少しのところに迫ってきている
中で、お金に無知であることは非常に危険なことだと感じるよう
になり、普段の勉強の合間を縫ってお金の勉強もしています。
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❶
つ
く
ば（
キ
ャ
ン
パ
ス
や
市
内
）で
楽
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
。  

❷
学
生
時
代
に
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

牧山 輝壮 さん   Makiyama Teruaki
医学群医学類 3年
東京都出身

高嶋 倫平 さん   Takashima Rinpei
人間学群教育学類 3年
福井県出身

髙牟礼 寛斗 さん   Takamure Hiroto
人文・文化学群人文学類 2年
神奈川県出身

平松 航河 さん   Hiramatsu Kouga
体育専門学群 3年
千葉県出身

金子 尚樹 さん   Kaneko Naoki
情報学群情報科学類 2年
東京都出身

江口 侑子 さん   Eguchi Yuko
人文社会ビジネス科学学術院国際経営プロフェッショナル専攻 2年
三重県出身

鳥居 健太 さん   Torii Kenta
理工学群数学類 2年
東京都出身

櫻井 歩 さん   Sakurai Ayumu
理工学群応用理工学類 3年
茨城県出身
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❶勉強と課 外活動の
どちらも思う存分に楽
しめることです。筑波大
学では、多くの魅力にあ
ふれる人に出会えます。
物理学類には、趣味が
物理の人もいれば車で
本州を一周する人もい
ます。また、私は陸上競
技部に所属しており、体
育専門学群の学生だけ
ではなく医学群の学生
などともともに刺激し合
うことができます。

❷私は現在4年生であり今後は筑波大学大学院で工学につい
て勉強をします。今まで学んできた物理学の知識を工学へとつ
なげていき、スポーツと工学が結びついた新たな分野を切り開
きたいと考えています。また、陸上競技も続ける予定なので自分
を研究の実験台にして、研究と競技の二足の草鞋を履き続けて
いきたいです。

❶一番 楽しいと思うの
は、「これやってみたい！」
と思い立ったら、すぐに
行動に移せるところです。
例えば、今課外活動でし
ているMedical map for 
foreignersという企 画も
研究方法論という授業の
グループワークで、「こん
な研究ほんとにできたら
いいね」と友人と話したの

がきっかけです。今まで1人では出来なかったことが、大学の支
援と自分たちの創意工夫次第で実行できるのは、とても楽しい
です。

❷今課外活動として、外国後対応の病院やその対応の種類を
まとめた地図を作成しています。これは留学生のチューターをし
た経験から、病院の対応言語以外の詳細な情報に需要がある
と知ったことがきっかけです。今後は、つくば市役所との情報共
有や連携、またSNS等での発信を通して、外国人の医療アクセ
スの一助となればと考えています。

❶つくば市には様々
な国から来る留学生
や外国の方が集まっ
ています。そのため、
本 格 的 な 多 国 籍 料
理がたくさんあって、
そして今まで知らな
かった世界の料理が
楽しめます。それを一
つ一つ探してクリア
をすることで異なる
国の食文化を旅する
気分で楽しいです。

❷言語習得する際にどのような問題を持っているかを把握し、
それを乗り越えるためにはどのような方法が最適か大学在学中
に見極めたいです。さらに大学院に進学し、将来的に日常生活
における些細なコミュニケーションから試験対策まで言語習得
を包括的に発展させていきたいと考えています。

❶今まで仕事等で法律に触
れる機会があっても、法学を
体系的に学ぶのは初めてだっ
たので、知らなかったことを
知ること自体が非常に楽しい
です。学べば学ぶほど、法学
の奥深さを感じます。あとは、
ロースクールに来た目的でも
ありますが、同じ目標を目指
す友人と共に頑張れること、
たまには一緒に息抜きできる
ことが何よりの楽しみです。

❷ロースクールの場合最大の目標は卒業後の試験合格です。
仕事と学校の両立はなかなか大変ですが、先生方も本当にサ
ポーティブで、実際お世話になりまくって3年間を過ごしてきまし
た。その集大成として良い結果を出せるといいなと思います。ま
た、とてもいいロースクールなのですが小規模なこともありあま
り知られていないので、微力ですが宣伝に貢献したいです！

❶人との出会いを通して新
しい知識を得られることが
楽しいです。筑波大学には何
かが大好きな人が沢山いま
す。例えば恐竜、蜘蛛、冬虫夏
草、自己免疫疾患、ミクログ
リアなど、話を聞けば心から
楽しそうにかつ熱心に教えて
くれます。それは学友に留ま
らず先生方も同様で、その分
野につい浮気してしまいそう
なほど魅力的な話が沢山聞
けることが楽しいです。

❷研究者の方々と議論ができる語学力と知識を身につけたい
です。私はアルツハイマー病の治療法の確立を目指しており、現
在はその前提となる知識や研究手法を勉強しています。今お世
話になっているIIISの坂口先生の研究室では秀抜な能力を持
つ先輩方と共に研究し、また最先端を進む研究者の方々と出会
う機会があります。そのチャンスを生かして多くのものを得るた
めに、十分な語学力と知識が必要だと強く感じています。

❶総合大学なので授業によって
は他学類の学生と関わる機会も
多く、自分の世界が広がる瞬間が
楽しいです。また、多くの留学生
がいるので、授業やイベントを通
してさまざまな国の人とコミュニ
ケーションが取れるのも特長だ
と思います。キャンパス周辺には
開学初期から存在する飲食店も
あり、人の温もりを感じる機会が
多いのも魅力の一つです。

❷所属している筑波大学新聞では、旬なニュースを筑波大関
係者に届けるとともにキャンパス内の「今」を記録して大学内を
盛り上げることができればと思っています。また、学業面では戦
争の記憶をどのように継承していくかという問題に関心がある
ので、社会学を学びながら自分なりの答えを導き出したいと思っ
ています。

❶文明と自然の距離感が
心地良いです。喧噪とは無
縁なのに孤独にもならず、
新しいものが次々と生まれ
る不思議なパワーに包ま
れた筑波に魅了されてい
ます。様々なバックグラウン
ドとユニークな夢を持った
学生たちと出会い、互いの
違いを楽しみ認め合う文
化が好きです。この秋は学
友との初めての筑波山登
山を楽しみにしています。

❷癒しと喜びのある仮想世界を築きながら、現実世界と仮想
世界の間に橋をかけたいです。競技ダンスサークルで入賞を目
指して練習を重ねることは仮想空間での活動にも役立ちます。
肉体がある以上、現実の重要性は明白です。個々の心と意識を
開放し、活躍のフィールドを広げるワールドを構築して行きます。

❶多様 性を感じられ
ることです。筑波大学に
は様々な地域から多様
な志向、価値観を持っ
た学生が集まっていま
す。それぞれに筑波大
学で 学 ぶ目的があり、
自分の夢に向かってい
る友人から毎日刺激を
もらっています。多くの
学生が大学近郊に住ん

でおり、いつでも会えるような距離感であることから新しい発見
が生まれることが多く、そのような生活がとても楽しいです。

❷多様な価値観に触れさらに視野を広げたいと思っています。
マレーシア留学での様々な出会いと経験を通じ、日本国内にと
どまらず世界の国の人と交流し、価値感の違いに理解を深めた
いと感じるようになりました。留学生が多い筑波大での生活の
中で多くの関わりを大切にし、留学中に感じた「当たり前」の違
いを受け入れ、尊重し合うことでより良い繋がりを築いていきた
いと思います。
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皆川 和範 さん   Minakawa Kazunori
理工学群物理学類 4年
埼玉県出身

相馬 淳乃 さん   Soma Akino
医学群看護学類 3年
岡山県出身

邢 依嫻 さん   Xing Yixian
人文・文化学群日本語・日本文化学類 2年
中国出身

雨宮 かすみ さん   Amemiya Kasumi
人文社会ビジネス科学学術院法曹専攻 3年
埼玉県出身

永井 一稀 さん   Nagai Kazuki
生命環境学群生物学類 3年
北海道出身

川上 真生 さん   Kawakami Mao
社会・国際学群社会学類 2年
広島県出身

森谷 安寿 さん   Moriya Anju
情報学群情報メディア創成学類 2年
東京都出身

檜山 恵梨香 さん   Hiyama Erika
理工学群社会工学類 3年
東京都出身

❶
つ
く
ば（
キ
ャ
ン
パ
ス
や
市
内
）で
楽
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
。  

❷
学
生
時
代
に
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。


